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町の農業・商工業振興のため「第34回玉村町産
業祭」が11月18日に開催され多くの来場者で賑
わい、模擬店や友好交流都市の特産品販売など
が行われました。今回からチャリティテントで
もつ煮配布などが行われ、寄付金176,894円は
日本赤十字社を通じて西日本災害豪雨や北海道
胆振東部地震などの被災地へ送られました。

産業祭

利根川新橋要望活動
11月16日、前橋市と玉村町の板井地
区を結ぶ利根川新橋の建設促進につ
いて、玉村・前橋・高崎の３市町に
より構成され、角田町長が会長を務
める「県央南部地域連絡道路・新橋
建設促進協議会」が県土整備部長に
対し、要望活動を行いました。
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記念講演・見学会　　  11月11日
村田敬一氏を講師に「玉村町の学
校のはじまり嚮義堂」について記
念講演と見学会が開催された。

ウィンナー作り体験　  11月29日
「ぱる」主催で、参加者20人が全国
食肉学校（樋越）の施設見学やウィ
ンナー作りを体験して試食した。

援農ボランティア　　  11月23日
事前に募った町民22人が、友好交
流都市の山ノ内町でりんご収穫を
行い、相互の交流を深めた。

芸能発表会　　　　  　11月23日
文化センターで、町内の文化芸能
団体などが、日頃の練習の成果を
披露する発表会が開催された。

感謝状を贈呈

12月９日、「群馬県商工会青年部
グルメグランプリ」に行ってきまし
た。玉村町商工会青年部の皆さ
んをはじめ、県内の青年部のグル
メもとても美味しかったです。

伊勢崎市消防本部は、11月16日、糸井商事株式会社玉村工場に対し、
感謝状を贈呈しました。糸井商事株式会社玉村工場は、同工場の敷
地を消防隊の訓練場所として貸し出すと共に、訓練で使用する廃車
両を伊勢崎市消防本部へ提供しました。また、火災原因調査に伴う燃
焼再現実験で使用する石油ストーブや電気ストーブなどの廃品を提
供するなど、多岐にわたり消防業務に対し協力をしました。

日本語で発表
玉村町国際交流協会の日本語教室に通う外国人生徒により仕事や
休日の過ごし方、将来の夢などが発表される「日本語発表会」が12
月９日、勤労者センターで開催されました。オープニングでは、アッ
プテンポな曲でズンバダンスを踊り、第１部・第２部の発表がありま
した。来日して、日が浅い人の発表でも堂 と々「母国との違い」や
「日本語の勉強」などについて話しました。


